
別紙

Ⅰ　事業評価総括表 （令和３年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ　事業評価個表（令和３年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 豊根村

交付金事業実施場所 豊根村上黒川地内　豊根村診療所

交付金事業の概要

　本村では、都市部とは異なり医療行為を受けるためには、遠隔地まで向かう必要があるなど
医療資源が限られている。そのような中、へき地医療に関わる医師により地域住民の生活に密
着した医療が提供されている。
　しかし、医師確保維持に必要な経費が高いため村財政への負担も大きい。地域住民が安心し
て暮らせる環境を維持するためにへき地医療に関わる医師確保をし続ける必要があり、医師報
酬の一部に本交付金を充当する。
【実施内容】
・診療所医師人件費　（4月から翌年1月までの10ヶ月間分）

17,920,000

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

豊根村診療所管理運営事業

1
公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

豊根村診療所管理運
営事業

豊根村 15,684,000 15,684,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考



10
達成度 ％ 100 100 100

令和3年度

医師の雇用量
（雇用人数(人)×雇用期間

(月)）

活動実績 人月 10 10 10
活動見込 人月 10

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

10

評価年度の設定理由

事業期間中に目標を達成できたか評価するため、当該事業年度中に評価する

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

4月～1月の診
療所の開所日

数

成果実績 日 191
目標値 日 174
達成度 ％ 109.8

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

4月～1月の診
療所の開所日
数：174日以上

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

１．交付金事業に関係する主要政策・施策
第6次豊根村総合計画　豊根村むらづくりビジョン2027（平成30年度～令和9年度）
　将来目標３ みんなが幸せになる豊根村～みんなが安心して暮らせるために

3-3 医療・福祉の充実・健康づくり

２．目標
　診療所の維持継続と広域的な医療連携による診療体制・救急体制の充実

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度



交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備考

総事業費 17,920,000 17,920,000 17,920,000

うち経済産業省分 15,928,000 13,333,000 15,684,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 15,928,000 13,330,000 15,684,000

うち文部科学省分 0 0

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

診療所医師人件費 任用 医師1名 17,920,000

交付金事業の担当課室 住民課

交付金事業の評価課室 住民課



別紙

Ⅰ　事業評価総括表 （令和３年度）

5,782,700 5,782,7003
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

豊根中学校裏駐車場舗
装改修事業

豊根村 5,782,700

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

10,000,000 13,750,000

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

森遊館グラウンド整備
事業

豊根村 2,500,000 2,500,000 2,726,900

2
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

基幹集落センターエレ
ベータ設置工事

豊根村 10,000,000



Ⅱ　事業評価個表（令和３年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

森遊館グラウンド整備事業

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

１．交付金事業に関係する主要政策・施策
第6次豊根村総合計画　豊根村むらづくりビジョン2027（平成30年度～令和9年度）
　将来目標２ 住んでみて！豊根村～温かい心でU・Iターン者を迎え入れる
　　2-4生涯学習の充実
　
２．目標
　生涯スポーツ活動の推進

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 豊根村

交付金事業実施場所 豊根村富山地内

交付金事業の概要

　森遊館グラウンドは、富山区唯一のグラウンドであり運動会の練習や地区住民の体力づくりの場と
して重要な施設である。グラウンドに隣接する井戸川の土砂が台風により流入し、以降、水はけが悪く
なっているため、本事業にてグランドを再整備するものである。
　本事業により、地域のコミュニティー活動のさらなる充実化及び住民の健康促進を図るものであ
る。

【実施内容】
・不陸整正（4,124㎡）

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

スポーツ施設
の利用者

森遊館の利
用者

成果実績 人数

目標値 人数 797

達成度 ％ 0.0

評価年度の設定理由

交付金事業による効果を図るため、事業年度翌年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

スポーツ施設整備個所数
（箇所）

活動実績 箇所 1

活動見込 箇所 1

交付金事業の総事業費等 令和3年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度

総事業費 2,726,900

うち経済産業省分 2,500,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,500,000

うち文部科学省分 0

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

グラウンド整備工事 指名競争入札 ㈱ナカヤマ（豊根村） 2,726,900

交付金事業の担当課室 富山支所

交付金事業の評価課室 富山支所



Ⅱ　事業評価個表（令和３年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

基幹集落センターエレベータ設置工事

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

１．交付金事業に関係する主要政策・施策
第6次豊根村総合計画　豊根村むらづくりビジョン2027（平成30年度～令和9年度）
　将来目標３ みんなが幸せになる豊根村～みんなが安心して暮らせるために
　　3-7安定した行財政運営の体制づくり
　
２．目標
　計画的な公共施設の管理運営と整備

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 豊根村

交付金事業実施場所 豊根村下黒川（役場敷地内）

交付金事業の概要

　基幹集落センターは、村民福祉の向上等を図るため設置された多目的施設であり、会議及び葬儀
などに多く利用されている。また、豊根村業務継続計画において、役場本庁舎が使用できなくなった
場合の代替庁舎としても位置付けられており非常に重要な施設である。
　当該施設は、２階建ての建物でありながら、エレベーター等のバリアフリー設備が整備されておら
ず、高齢者、障害者等の利用に支障をきたしている。また、地域からエレベーター早期設置の要望もあ
ることから、早急にエレベーターを設置する必要がある。
　バリアフリー化により、高齢者、障害者等の移動上及び施設の利用上の利便性及び安全性の向上の
促進を図り、公共の福祉の増進に資することができる。

【実施内容】
・エレベータ設置工事

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

1年間のエレ
ベータ稼働可
能日（設置完

了後）

366日-稼働
が不可能な

日

成果実績 日

目標値 日 350

達成度 ％ 0.0

評価年度の設定理由

交付金事業による効果を図るため、事業年度翌年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

公共施設のバリアフリー化を
行った件数

活動実績 箇所 1

活動見込 箇所 1

交付金事業の総事業費等 令和3年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度

総事業費 13,750,000

うち経済産業省分 10,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 10,000,000

うち文部科学省分 0

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

エレベータ設置工事 指名競争入札 伸和建設㈱（豊根村） 13,750,000

交付金事業の担当課室 総務課

交付金事業の評価課室 総務課



Ⅱ　事業評価個表（令和３年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

豊根中学校裏駐車場舗装改修事業

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

１．交付金事業に関係する主要政策・施策
第6次豊根村総合計画　豊根村むらづくりビジョン2027（平成30年度～令和9年度）
　将来目標２ 住んでみて！豊根村～温かい心でU・Iターン者を迎え入れる
　　2-1学校教育の充実
　
２．目標
　豊根式の学校教育の推進、学校施設などの維持管理、開かれた学校運営

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 豊根村

交付金事業実施場所 豊根村上黒川地内　豊根中学校

交付金事業の概要

　豊根中学校は学校教育を実践する重要な施設であるが、駐車場のアスファルト舗装の劣化及び凸
凹している箇所が増加したことにより、ランニング中の生徒が足をとられて捻挫する事案が発生し
た。
　また、雨天など水たまりが発生した時は、来客者等の車が通過する際に、隣接する保育園や特別教
室に水が跳ね返り、施設を汚す事態となっている。
　本交付金を活用して駐車場舗装改修工事を実施することにより、学校関係者及び保育園関係者が
安心して教育及び保育のできる教育環境の整備に寄与することができる。

【実施内容】
・舗装改修工事一式：舗装版破砕（680㎡）

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

凸凹による事
故及び苦情件

数

事故及び苦
情件数0件/
年間（工事完

了後）

成果実績 件数

目標値 件数 0

達成度 ％ 0.0

評価年度の設定理由

交付金事業による効果を図るため、事業年度翌年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

改修済駐車場個所数

活動実績 箇所 1

活動見込 箇所 1

交付金事業の総事業費等 令和3年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度

総事業費 5,782,700

うち経済産業省分 5,782,700

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,782,700

うち文部科学省分 0

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

改修工事 指名競争入札 伸和建設株式会社（豊根村） 5,782,700

交付金事業の担当課室 教育委員会

交付金事業の評価課室 教育委員会



別紙

Ⅰ　事業評価総括表 （令和３年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

4,400,000 7,506,400

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

市道出沢寒狭橋線道路
舗装修繕工事

新城市 4,400,000 4,400,000 4,475,900

2
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

町道愛酪稲武線道路維
持修繕工事

設楽町 4,400,000



別紙

Ⅱ　事業評価個表（令和３年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

市民満足度調査５２％
以上

市民満足度：満足と
回答した人数÷アン

ケート数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 52

達成度 ％

評価年度の設定理由

毎年度、給付金交付事業の実施を判断しているため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道出沢寒狭橋線　道路舗装修繕工事

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関する主要政策・施策
第2次新城市総合計画前期計画（２０１９年度～２０２１年度）
　　施策目標   居心地の良い暮らしをつくります
　　2-1-１ 道路網の整備を進めます

【目標】　誰もが安全で快適に利用することができるよう、効率的・効果的な道路整備、維持管理に努める
　　　とともに、道路のバリアフリー化や狭あい道路の拡幅を進めます。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新城市

交付金事業実施場所 新城市出沢字

交付金事業の概要

　本路線は通行に支障をきたしており、周辺住民より改善の要望が出されている。本工事を実施することで、地域住
民の生活環境及び利便性の向上を図る。
工事施工延長　L=72.0m　　切削オーバーレイ　A=350㎡　　オーバーレイ　A=71㎡　区画線　L=144m　　ガード
レール嵩上げ支柱　N=26本



交付金事業の担当課室 建設部土木課

交付金事業の評価課室 建設部土木課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路施設の整備 指名競争入札 株式会社　井上組（新城市） 4,475,900

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000

うち文部科学省分

総事業費 4,475,900

うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の総事業費等 ３年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 3年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 50

市道出沢寒狭橋線の整備延長
（整備延長(m)÷整備計画延長（m））

活動実績 ｍ 72

活動見込 ｍ 145

交付金事業の成果目標
及び成果実績



別紙

Ⅱ　事業評価個表（

評価年度の設定理由

　毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　工事の実施により、通行の安全性が高まった。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

計画区間の舗
装延長

成果実績 ％ 20.4

目標値 ％ 20.4

達成度 ％ 100

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度　　

計画区間（延
長L=440m)の
舗装打換え
100％

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

　設楽町過疎地域持続的発展計画（令和3年度～令和7年度）のうち、交通施設の整備、交通
手段の確保として愛酪稲武線舗装修繕事業を実施する。計画延長L=440m

事業開始年度 令和3年度　　 事業終了（予定）年度 令和3年度　　

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 設楽町

交付金事業実施場所 北設楽郡設楽町西納庫地内

交付金事業の概要

　本線は一般国道までの交通を確保するための地域生活道路及び営農団地へのアクセス道
である。
　経年劣化により道路の破損状況が著しいため、舗装打換え工事を実施するものである。
　舗装工　一式　　　施工延長90m

令和3年度 ）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 町道愛酪稲武線道路維持修繕工事



交付金事業の担当課室 建設課

交付金事業の評価課室 企画ダム対策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路維持修繕工事 指名競争入札 太啓建設（株）新城営業所（新城市） 7,506,400

うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和3年度 備考

総事業費 7,506,400

達成度 ％ 100

愛酪稲武線の舗装延長

活動実績 ｍ 90

活動見込 ｍ 90

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度



別紙

Ⅰ　事業評価総括表 （令和３年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

4,400,000 4,515,5001
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

町道東薗目赤羽根線舗装修繕工事 東栄町 4,400,000



2 Ⅱ　事業評価個表（令和３年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

町道東薗目赤羽根線舗装修繕工事

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

東栄町第６次総合計画前期基本計画基本方針６「定住・交流を支えるまちづくり」
基本施策２「道路」　個別施策１「町道の整備と適正な維持管理」
目標値：町道の舗装等の改善整備を進め、安全性を高める。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 東栄町

交付金事業実施場所 東栄町東薗目地内

交付金事業の概要 施行延長　L=139m

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

町道東薗目赤
羽根線舗装工

事進捗

進捗率
(修繕済路線
延長÷町道東
薗目赤羽根線

全長)

成果実績 % 38.2

目標値 % 35

達成度 % 109

評価年度の設定理由

事業完了後速やかに成果を評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



達成度 % 99

工事予定の事業延長と実際
に工事を行った事業延長と
の割合

活動実績 ｍ 139

活動見込 ｍ 140

交付金事業の総事業費等 令和３年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度

総事業費 4,515,500

うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000

うち文部科学省分

4,515,500

交付金事業の担当課室 事業課

交付金事業の評価課室 振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装修繕工事施工業務 指名競争入札 株式会社佐々木組（東栄町） 4,515,500

計



別紙

Ⅰ　事業評価総括表(令和３年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ　事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由

毎年のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度末に評価を実施する。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

焼却炉3基の
稼働日数

（令和3年6～令和4
年1月）

成果実績 日 524日

目標値 日 538日

達成度 ％ 97%

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

焼却炉3基の
稼働日数

（令和3年6～令和4
年1月）

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第8次豊田市総合計画（平成29年度～令和6年度）
　基本施策　Ⅵ　環境
　　　　　　 2　循環型社会

　目標：廃棄物の減量化・資源化と適正処理の推進

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 豊田市

交付金事業実施場所 豊田市渡刈町

交付金事業の概要 渡刈クリーンセンター焼却プラントで発生するばい塵の埋立処理手数料

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

渡刈クリーンセンター施設運営事業（埋立処理手数料）

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

渡刈クリーンセンター施
設運営事業（埋立処理手

数料）
豊田市 22,804,210 22,804,21022,804,210

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考



交付金事業の担当課室 環境部清掃施設課

交付金事業の評価課室 産業部産業労働課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

うち経済産業省分 27,467,000 22,804,210

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 27,467,000 22,804,210

うち文部科学省分 0 0

交付金事業の総事業費等 令和2年度 令和3年度 備考

総事業費 28,939,625 22,804,210

8

活動見込 月 6 8

達成度 ％ 100 100

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

埋立処理手数料への交付金充当月数
（年間）

活動実績 月 6

　点検に伴う焼却炉の運転休止等、施設運営上の都合により、目標値に対して実績が14日不足しているが、渡刈クリーンセ
ンターとしては、常に焼却炉の稼働状態を維持した円滑な施設運営が図られており、豊田市内で発生したごみを安定的かつ
衛生的に処理し、地域の生活環境の向上を図ることができた。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



別紙

Ⅰ　事業評価総括表 （令和３年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

渡刈クリーンセン
ター施設運営事業

（人件費）
豊田市 26,715,960 29,122,05026,715,960

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考



Ⅱ　事業評価個表（令和３年度）

評価年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 豊田市

交付金事業実施場所 豊田市渡刈町

交付金事業の概要 渡刈クリーンセンター施設運営事業（人件費）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置 渡刈クリーンセンター施設運営事業（人件費）

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、渡刈クリーンセンターの円滑な運営が図られ、豊田市内で発生した
ごみを安定的かつ衛生的に処理し、地域の生活環境の向上を図ることができた。

交付金事業に関係する市町
村の主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第8次豊田市総合計画（平成29年度～令和6年度）
　基本施策　Ⅵ　環境
　　　　　　 2　循環型社会
　　　　 　（1) 廃棄物の減量化・資源化と適正処理の推進

　目標　焼却プラント稼働率　100％（令和３年度）
　　　　※焼却プラント稼働率：（稼働実績（日）÷ 稼働計画（日）×100）

事業開始年度 平成29年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

　令和３年度

事業期間の設定理由 第8次豊田市総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

焼却プラント
稼働率:100％

焼却プラント稼
働率:(稼働実績
（日）÷稼働計
画（日）×100）

成果実績 ％ 99

目標値 ％ 100

達成度 ％ 99

評価年度の設定理由

毎年のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度末に評価を実施します。



評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

81

活動見込 月 90

交付金事業の成果目標
及び成果実績

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度

100 81

達成度 ％ 100 100 100

令和３年度

技能労務職雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間

（月））

活動実績 月 90 100

総事業費 29,122,867 32,866,761 29,122,050

うち経済産業省分 25,238,448 30,024,540 26,715,960

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 25,238,448 30,024,540 26,715,960

うち文部科学省分 0 0 0

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 技能労務職9名 29,122,050

交付金事業の担当課室 環境部清掃施設課

交付金事業の評価課室 産業部産業労働課


